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魚 ヤ 人 ぎ =た れ 竹 ィ え γT  ヱ 多 同 卜 寿 二

焔 物 り のェくた稲 t,,ψ を,くそス

14に し てそ の多脅 レ1祭 者 に ■■ きク 11

者 彰ちル えた。 旅切 り t水 孝 `く孫 Il i  t

しめ 'と 作4烈 n l N‐ケ,ラ 晋 |1 4 1者1突l■

つり2彦たぺ、 `折裂な' 口́べ ヽな る場̀ぼ 多iマ̀Tく

11諸切 す る。 ft力のあ )レくら νて会 祈

%と `(ス ■■ 21と をの係夕 の強 々の

И tt  t玄力 ■ .1例べ た。 そ の↓ 聰会竹

彰 の人 ヽ々 11派物 ルこ い くよつてマオ

うRと がわ ″`つた。まつはた燥.zレ,、・lk

でたゎィ う■イと1くつνて、ま粂a街 老

n)■ バa荷 く のィス なろ うあかと脅

1ぜく ら'%かンКついてイiった。 ま 二(/)

|て後Zイ 鉄、解)は乳燿′ヤ

つ嫁り薇ル、`)は権多く

る̀ ケの滑り燿筵歿t禾 して

ま場をれチリしkつ ・ては夕燿レ

なてのべつ。

か宥えパ1'た劉 力材ぢ″

たと (鞣か有免考)の 一
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